平成２０年（ラ）第４４６号事件

申立人（債権者）　　開地区自治連合会外１０名

相手方（債務者）　　宇治市

証拠説明書

大阪高等裁判所第１１民事部ハ係　御 中



平成２０年５月２７日

申立人（債権者）ら代理人

弁護士　　湯　　　川　　　二　　　朗

弁護士　　山　　　口　　　　　　　智

	甲
	標目
	作成者
	　
	立証趣旨

	39
	給水契約書
	新日国工業㈱
	写し
	開簡易水道の給水契約には、第１条に「開町社宅の給水施設より居宅に送水する」との条項があること。甲

	40
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.5.9、市長応接室での宇治市長、水道部職員、開自治会、市議による開簡易水道問題について協議録。市長は住民に対して「皆さんの要望の水を呑む事が出来るかが問題である。用地の提供についてはあらゆる形を申し上げている。それをかなえるのであればどんな形であってもよい。」と発言している。

	41
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.6.13の宇治市長、水道部職員、開自治会、市議との協議録。市長は「あの水を市の上水道を供給することを確立していきたい。」、「日産と誠意を持って詰めていく。土地が提供であっても孫子末代まで呑んでいける。」、「宇治市が水道でやるので日産がやるのではない。、「ご希望がかなえる。半永久的に使うということでやっていく。一時的に上水道に切り替えて欲しい。」と発言している。


	甲
	標目
	作成者
	　
	立証趣旨

	42
	三者三様の負担について
	宇治市水道部
	写し
	S50.11～S51.10までの開簡易水道の宇治市移管にあたっての協議の経過

	43
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S50.11.6に日産車体で宇治市長、水道部長、日産車体が開簡易水道問題について協議をしたこと。市長は開浄水場を建設して住民に給水することを前提に、「住民からすれば水付きの家を会社が売った経過」を踏まえて、日産車体に対して用地の提供を申し入れている。

	44
	開簡易水道施設の存置について
	宇治市水道部
	写し
	宇治市水道部が開浄水場を設置した場合の費用計算をしていること

	45
	開簡易水道施設の存置について
	宇治市水道部
	写し
	同上

	46
	開上水道開発費調書
	宇治市水道部
	写し
	開浄水場開発費用の試算書。幾通りものシミュレーションをしている。

	47
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.3.11に開公民館で開自治会が市水道部職員から日産車体との交渉経過の報告を受けていること。市は「三者三様の負担案」を前提に日産車体と交渉をしていること。

	48
	開浄水場の建設について
	宇治市長渡辺博
	写し
	S51.3.29に宇治市長が日産車体に対して発したお願い文書。市長は「本市は貴社経営の開簡易水道にかわり新しく浄水場を建設し簡易水道の給水地域に本市の上水道として給水したいと考えております。」と述べている。

	49
	回答書
	日産車体㈱
	写し
	S51.4.20付の日産車体から宇治市長に対する回答書。市が浄水場を建設するに当たり、日産車体は現簡易水道用地の現設備場所を無償貸与すると回答している。

	50
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.4.22に開公民館で市水道部職員と開自治会が協議をしたこと。水道部長は「地下水を呑みたいという地元住民からの要求に対し市が中に入って交渉を持ってきた。」、「近くの井戸から掘ってでも給水する」と述べている。

	甲
	標目
	作成者
	　
	立証趣旨

	51
	「開町新浄水場を建設した場合」と題するメモ
	宇治市水道部
	写し
	市水道部による開浄水給水単価計算。給水原価を引き下げるために工事費2000万円を引き下げることを検討している。

	52
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.8.5に西消防署にて市長、市水道部職員、開自治会、市議らが協議したこと。市長は「あの水を供給することが最大の目的である。」「あの水を飲むということが前提である。」と述べ、住民から「仮給水が本給水にならないか」との質問に対して、要旨、「現在の開簡易水道施設を取り壊さないと給水できないので、宇治市の責任で用地を確保して地下水を供給する」旨発言している。

	53
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.8.16に市長応接室で市長、市水道部職員、開自治会、市議が開簡易水道の市水切り替えについて協議したこと。市長は「地下水は宇治市が責任を持って給水するのである。」旨言明している。

	54
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.8.20に開公民館で市長、市水道部職員、市議と開地区住民が懇談会をもったこと。市長は「水が続く限り浄水のある限り提供します。」と述べ、住民の「10年後には密集していくと用地がなくなるのか、市長が替わった場合どうなるのか。」との質問に対し、「組織として受け止めてやるのである。この施設のある限り続ける。この付近で掘る。将来的にも考えている。神明浄水場でも新しく掘っている。井戸を廃止する場合は地域のみなさんのご了解を得る。」と述べている。

	甲
	標目
	作成者
	　
	立証趣旨

	55
	開浄水場建設工事に伴う同意書の提出について（お願い）
	宇治市長渡辺博
	写し
	S51.10.4付の市長の開地区住民への同意書提出のお願い文書。「宇治市といたしましては、皆さんにお約束した事項に基づき事業の推進を行い、皆さんがご要望になっている地下水の供給に向けて現在鋭意取り組みをいたしている」と述べ、さらに個人の権利に関わることでもあるので各戸引込み工事をS52.3末までに施行することの同意書を提出するよう求めている。

	56
	会議等結果報告書
	宇治市水道部
	写し
	S51.10.8に市第一委員会室にて市水道部部課長が市議らに対して開簡易水道問題の経過報告をしたこと。市水道部は「給水は個人の権利であるので個々の同意書の提出を自治会長に文書で要請した」と述べており、市水道として地下水を供給する以上全戸の給水契約を前提とする発言をしている。

	57
	開簡易水道問題について
	宇治市水道部
	写し
	S51.11.11付の宇治市の開地区住民に対する報告。「新浄水場からの給水は必要な限り給水を続ける」ことを約束している。

	58
	土地使用貸借契約書
	日産車体㈱・宇治市長
	写し
	S51.12.25付の日産車体と宇治市との開浄水場用地についての使用貸借契約書

	59
	開簡易水道問題について
	宇治市水道部
	写し
	開簡易水道問題についての宇治市長の新聞記者への談話。開簡易水道廃止・市水への切り替えに当たり、開地区住民から開の地下水を供給せよとの運動が起こり、それを実現するために市は「三者三様の原則」を提案しそれに向けて努力をした結果、市が一定の条件を設定し責任を持って開町に地下水を供給することを提案したこと。日産車体から解決金2000万円（甲51に対応）の市への寄付の申し出があったこと。

	甲
	標目
	作成者
	　
	立証趣旨

	60
	市長あいさつ
	宇治市長
	写し
	S53.5頃の開簡易水道問題解決を受けての市長あいさつ。なお、甲39～60号証は、宇治市水道部が保管する「開簡易水道」と題するファイル及び「日産簡易水道の市水道切替に対する１件」と題するファイルに綴じられた文書である。いずれも宇治市に対する公文書公開請求により入手した文書。

	61
	不動産全部事項証明書
	京都地方法務局
	写し
	開浄水場敷地（甲58にて使用貸借中）がH15.8.12に日産車体㈱から宇治市に水道用地として寄付されたこと。これにより、簡易水道の市水切替えに当たって市長の三者三様原則の要望事項（用地の無償提供）が完全に実現したこと


以　上
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